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1. はじめに 

 近年、高度経済成長期に集中投資した社会資本

の高齢化が進行し、その維持管理費や更新費用、

老朽化に伴う事故等が今後急増するという問題

が懸念されてきている。下水道施設においては、

管路施設の老朽化に起因した道路陥没が増加し

てきており、集中投資したストックに対して予防

保全的な維持管理を行うと共に、長寿命化を含め

た計画的な改築計画の必要性が高まってきてい

る。本稿では、弊社が実施した汚水ポンプ場にお

ける長寿命化計画の策定手法や課題について以

下に紹介する。 

 

2．調査概要 

Ａ市汚水中継ポンプ場は、市内中心部の汚水を

河川流域幹線へ送水する重要な根幹的施設であ

る。供用開始から 20 年経過しており、各設備の

経年的劣化が著しく、早急な対策が必要な状況で

ある。   

 長寿命化の検討にあたっては、設備の特性等を

把握した上で、設備ごとに管理方法等から点検手

法や調査判定項目を整理し、現地調査に基づき健

全度評価を行った。下水道ポンプ施設における健

全度は 5 段階評価とし、健全度が「2」を下回る

と、機能回復が困難な状態となり、部品の交換も

しくは設備単位の更新が必要となる。 

一例として機械設備健全度の判定結果を図-1

に示す。汚水に関する施設であるため、硫化水素

等による腐食が著しく、調査時点では約 30％、長

寿命化計画期間（5 年間）では、約 60％の設備が

健全度 2 を下回ることとなり、早急な更新もしく

は長寿命化が必要であることが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健全度 2 を下回る設備に対しては、更新もしく

は部品交換による長寿命化の LCC(ライフサイク

ルコスト)比較を行い、安価となる対応方針を選

定した。 
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図-1 機械設備の健全度 

調査時点 計画期間 

（5 年後） 

図-2 長寿命化計画策定フロー 
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3.課題及び考察 

 (1)健全度調査 

健全度調査においては、対象となる設備が膨大

となるため、施設特性や重要度、経済性等を評価

して、その調査レベルを選定する必要がある。本

業務においては、機器点数と年価の比率による評

価手法「コストインパクト」を導入して設備の重

要度を定量的に把握することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健全度評価は、今後の維持管理や長寿命化計画

の方向性を左右するため、最も重要な作業である。

今後の調査も見据え判定者によってその評価に

相違が生じないよう、判定規準の明確化が必要で

あると考え、劣化現象と劣化範囲の 2 方向から点

数化できるよう判定基準を設定した。また、調査

実施にあたっては、判定結果にばらつきが無いよ

うに判定者は同一人物が実施することが非常に

重要である。 

 

(2)劣化予測 

計画策定には、調査時点から今後どのように劣

化が進行するかその予測手法を検討する必要が

ある。設備の劣化進行は一般的にいわゆるバスタ

ブカーブのように年数の経過に伴って健全度の

低下が加速される傾向を示すものと考えられて

いる。このような劣化曲線を描くには、複数年の

調査記録が必要である。このような場合、他都市

の実績を取り入れる場合もあるが、下水道施設に

関しては、硫化水素の発生状況等によってその劣

化進行度が変化するため、一概に他ポンプ場の劣

化曲線を取り入れることは不適当である。このこ

とから、今回調査においては、直線補間にて健全

度が低下するものとして設定した。今後は、維持

管理の過程で定期的に健全度調査を実施し、当該

ポンプ場における各設備の劣化予測式を確立し

ていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)長寿命化計画 

 長寿命化計画においては、更新もしくは部品交

換による長寿命化の LCC(ライフサイクルコスト)

比較を行い、安価となる対応方針を選定する必要

がある。長寿命化においては、部品交換をどの程

度繰り替えし、設備全体としての更新が必要とな

る時期はいつなのか、この設定が非常に重要であ

る。更新する場合、単純更新（従来型と同方式）

だけではなく、近年開発されてきている省力型や

維持管理性に優れた新たな方式も含めて更新計

画を立案することが望ましい。他新方式への変更

においては、電気設備等への影響等も含め総合的

な比較検討を行い、方式変更の可能性について十

分に検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.おわりに 

 今回検討した長寿命化計画は、概ね 5 年間での

個別施設を対象としたものであり、いわゆるミク

ロ的なストックマネジメントに位置する。今後は、

下水道全施設の計画的な維持補修・改築計画の立

案に向けて、総合的なストックマネジメント計画

を策定していく必要があると考えられる。また、

このような調査・計画や維持補修・改築等の履歴

をデータ蓄積することによって、今後増大するで

あろう維持管理・更新費用に対する中長期的財政

管理計画（アセットマネジメント）を策定してい

くことが、今後の施設管理においては重要であろ

うと考える。 
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図-4 劣化予測のイメージ 

図-5 健全度劣化予測及び長寿命化計画 




